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私たちの森林を守るために�
～いしかわ森林環境税を活用し、手入れ不足人工林の強度間伐・侵入竹の除去を実施しましょう～

　森林の維持を目的に、平成 19 年度からいしかわ森林環境税を活用して、県内各地の手入れ不足人工林を整備し、森林
機能の回復を進めています。
　平成 19 年度から平成 23 年度の５年間で、県内各地の手入れ不足林を約１万ヘクタール整備してきました。まだ多くの
手入れ不足林が残されていて、引き続き平成 24 年度からの５年間で整備を行います。

▶強  度  間  伐　手入れ不足となっている人工林で適切な強度間伐を行い、健全な森林に整備します。

▶侵入竹の除去　竹林の管理不足により、周辺の手入れ不足人工林へ竹が侵入し、森林の機能がさらに低下
　　　　　　　　しています。手入れ不足人工林の竹を除去します。

【お問い合わせ先】　　農林水産課　☎ 32-9224　　石川県中能登農林総合事務所 森林部　☎ 0767-52-6600

再生可能エネルギー発電促進賦課金等の減免措置

【対象者】

　所在地が警戒区域等　の設定を受けられたことで、志賀町内に避難され、電気を使用している人

【減免措置の内容】

　再生可能エネルギー発電促進賦課金および太陽光発電促進付加金は、平成 25 年３月 31 日までは０円です。
　減免対象となる電気料金の請求月分は、平成 24 年８月分から平成 25 年４月分までです。

【電話によるお問い合わせ窓口】
　北陸電力　お客さまサービスセンター　☎ 0120-167-540（月～金／９時～ 19 時受付、祝日を除く）

【お申込み窓口】
　北陸電力　七尾支社営業部　お客さまサービス課　☎ 0767-53-8154（月～金／９時～ 17 時受付、祝日を除く）

電気料金 ＝

基本料金

電力量料金
（燃料費調整額を含む）

太陽光発電促進付加金
( 平成 24 年度　4 銭 /kWh)

再生可能エネルギー
発電促進賦課金

1 カ月の電気使用量（kWh）×再生可能エネルギー発電促進賦課金単価 ( 平成 24 年度：22 銭 /kWh)

（注）警戒区域等とは、原子力災害対策特別措置法等にもとづく「警戒区域・計画的避難区域・緊急時
　　　避難準備区域・特定避難勧奨地点」をいいます。既に解除された区域を含みます。

再生可能エネルギー発電促進賦課金等

気づき

つなぎ

見守り

心の不調を示すサイン（うつの症状や自殺をほのめかすなど）に気を付けましょう。

早めに相談機関や医療機関に受診・相談しましょう。（※）

あせらず温かく見守り回復を支えましょう。

９月 10 日～９月 16 日は 自殺予防週間 です
　自殺予防週間は、自殺や精神疾患についての正しい知識を普及啓発し、偏見をなくしていく
とともに、命の大切さや自殺の危険を示すサイン、危険に気付いたときの対応方法および自殺
者の親族などに対する支援の必要性などについて国民の理解の促進を図ることが目的です。

大切な人を自殺でなくさないために…

【お問い合わせ先】　保健福祉センター　☎ 32-0339

（※）毎月第３金曜日
に「こころの健康相談」
を実施しています。予
約制で、本人からの相
談だけでなく家族や周
囲の人からの相談も受
け付けています。希望
の人は、保健福祉セン
ターまでお問い合わせ
ください。

（新たにスタート）

（注）

　「東日本大震災により被害を受けた電気の使用者に対する賦課金に係る特例」により、次の要件に該当する人は、北陸電

力へ申し出することで、平成 25 年３月 31 日までの間、再生可能エネルギー発電促進賦課金などの減免措置が受けられます。
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教育長ホットニュース
　

夏
休
み
も
終
盤
を
迎
え
、
猛
暑
の
向
こ

う
側
に
、
秋
風
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
学
期
が
始
ま
る
９
月
初
旬
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
気
持
ち
の
切
り
替
え

に
少
し
苦
労
す
る
時
期
で
す
。

　

８
月
末
か
ら
９
月
い
っ
ぱ
い
は
、
秋
祭

り
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
楽
し
み
で
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
が
で
き
る
反
面
、
誘
惑
が
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　

祭
り
は
地
域
の
大
切
な
行
事
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
地
域
の
つ
な
が

り
を
経
験
し
、
地
域
の
絆
を
実
感
す
る
良

い
機
会
で
す
。　
　

　

指
導
さ
れ
る
方
々
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
た
め
に
、
喫
煙
や
飲
酒
を
さ
せ

な
い
な
ど
、
適
切
な
指
導
と
健
全
育
成
を

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
に
お
け
る
多
様
性

志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

最
近
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
「
多
様
性
・

多
様
化
」と
云
う
文
言
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

多た
よ
う
せ
い

様
性
【diversity 

ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
】
と
は
、
多
く
の
個
性
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
こ
と
や
、
形
式
や
種
類
が
多

く
あ
る
さ
ま
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
す
る

言
葉
と
し
て
「
モ
ノ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
が

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
は
経
済
活
動
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
、
多
様
性
・
多
様
化
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
へ
の
女
性
の
進
出
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
管
理
職
へ
の
登
用
や
、
女
性
自

ら
起
業
し
て
経
営
者
に
な
る
な
ど
、
こ
れ

も
『
男
女
共
同
参
画
』、
多
様
化
の
一
環

で
す
。

　

教
育
界
も
、
世
界
的
な
う
ね
り
と
し
て

の
多
様
化
は
社
会
全
体
か
ら
の
要
請
と
し

て
強
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

教
育
に
関
わ
る
部
分
と
し
て
は
、
女
子

の
理
工
系
分
野
へ
の
進
出
を
後
押
し
す
る

た
め
の
施
策
の
充
実
、
企
業
や
大
学
の
研

究
部
門
や
商
品
企
画
・
開
発
部
門
へ
の
進

出
を
長
期
的
観
点
か
ら
推
進
す
る
た
め

に
、
小
・
中
学
校
教
育
か
ら
の
対
策
が
必

要
で
す
。

　

わ
が
国
は
、
均
質
な
教
育
レ
ベ
ル
と
勤

勉
な
国
民
性
に
支
え
ら
れ
、
輸
出
産
業
を

中
心
に
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら

れ
る
の
は
『
多
様
性
』
に
対
応
し
、
自
ら

が
課
題
を
見
出
し
、
自
ら
解
決
で
き
る
、

自
立
型
人
間
を
育
て
る
こ
と
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
指
導
す
る
先
生
方
に

も
多
様
な
個
性
を
備
え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
資
質
が
求
め
ら
れ
、
採
用
と
育
成

が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
志
学

◦
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　
國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

９
月
は
家
庭
と
地
域
で

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
教
育
を
！

Ｑ
：
失
業
し
て
仕
事
を
探
し
て
い
ま
す
が
見
つ
か
ら

ず
、
小
学
生
の
子
供
を
抱
え
て
生
活
が
困
窮
し
て

い
ま
す
。
実
家
に
戻
り
年
金
生
活
の
母
親（
72
歳
）

と
暮
ら
す
予
定
で
す
が
、
生
活
保
護
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
生
活
保
護
受
給
者
は
、
現
在
約
２
１
０
万
人

と
も
言
わ
れ
、
不
況
の
折
、
そ
の
数
は
さ
ら
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
が
高
額
な
収
入
を
得
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
母
親
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
生
活
保
護
は
、
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し

て
も
な
お
最
低
生
活
を
維
持
で
き
な
い
場
合

に
、
国
の
定
め
る
最
低
生
活
費
と
そ
の
世
帯
の

収
入
と
の
差
額
を
現
金
ま
た
は
現
物
で
支
給
す

る
制
度
で
す
。「
で
き
る
だ
け
の
努
力
」
を
し

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
４
つ
が
目
安

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
①
働
く
力
と
条
件

を
最
大
限
活
用
し
て
い
る
か
否
か
。
つ
ま
り
、

働
く
能
力
や
意
思
が
あ
り
、
働
く
場
所
を
捜
し

て
い
る
か
否
か
。
②
年
金
や
子
供
手
当
な
ど
、

利
用
で
き
る
社
会
保
障
制
度
は
す
べ
て
利
用
し

て
い
る
か
否
か
。
③
世
帯
の
資
産
が
十
分
活
用

さ
れ
て
い
る
か
否
か
。
④
親
族
か
ら
の
援
助
が

受
け
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
、
受
け
ら
れ
た
と
し

て
も
そ
れ
だ
け
で
生
活
が
で
き
な
い
か
否
か
、

で
す
。
そ
し
て
、
①
か
ら
④
の
努
力
を
し
て
得

ら
れ
る
世
帯
全
体
の
収
入
が
、
国
の
定
め
る
最

低
生
活
費
以
下
の
場
合
、
生
活
保
護
が
受
給
で

き
ま
す
。

　
　

設
問
で
、
母
親
は
年
金
を
受
け
て
い
る
の
で
、

②
の
要
件
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
③
の
資
産

で
す
が
、
携
帯
電
話
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
ク
ー

ラ
ー
な
ど
は
生
活
必
需
品
で
す
か
ら
持
っ
て
い

て
も
生
活
保
護
は
認
め
ら
れ
ま
す
。
車
は
、
山

間
や
へ
き
地
な
ど
交
通
の
便
が
不
便
な
場
所
に

住
ん
で
い
る
場
合
は
、
持
っ
て
い
て
も
保
護
は

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
も
、
車
が
ど
う

し
て
も
生
活
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
を
き

ち
ん
と
話
せ
ば
理
解
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
④
の
点
で
す
が
、
問
題
に
な
っ
た
タ
レ

ン
ト
の
親
子
の
場
合
、
子
は
親
を
扶
養
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
（
民
法
８
７
７
条
1
項
）、
高

額
な
収
入
を
得
な
が
ら
、
親
に
は
生
活
保
護
を

受
け
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

申
請
の
手
続
き
は
、
福
祉
事
務
所
や
町
村
役

場
の
担
当
窓
口
で
す
。
分
か
ら
な
い
点
が
あ
れ

ば
、
遠
慮
な
く
担
当
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
最
近
は
、
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
に
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
弁
護
士
な
ど
専
門

家
が
一
緒
に
同
行
し
て
申
請
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
私
も
、
何
度
か
、
申
請
者
と
同
行
し
て

申
請
を
認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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軒
下
に
暑
さ
し
の
ぎ
の
緑
り
植
え　
　
　
　

川
上　

富
子

は
ま
ぐ
り
も
猛
暑
続
き
に
口
開
け
る　
　
　

小
松　

康
子

夏
盛
り
暑
い
暑
い
が
挨
拶
に　
　
　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

こ
の
暑
さ
節
電
騒
ぎ
何
の
そ
の　
　
　
　
　

中
畑　

良
則

こ
の
暑
さ
大
好
き
で
す
と
延
び
る
草　
　
　

池
田　

洋
子

満
月
を
仰
い
で
沈
む
寝
苦
し
さ　
　
　
　
　

田
畑　

幸
子

好
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
日
は
月
拝
む　
　

窪　
　
　

洋

花
火
見
る
月
も
ま
ん
丸
う
す
化
粧　
　
　
　

西
尾　

海
春

エ
ア
コ
ン
が
嫌
い
夜
涼
み
月
の
夜　
　
　
　

芝
山　

照
子

月
日
た
ち
気
持
ち
若
い
が
認
知
気
味　
　
　

岩
井
マ
サ
子

十
五
夜
に
餅
つ
く
う
さ
ぎ
夢
語
り　
　
　
　

林　

ち
よ
子

今
日
も
ま
た
な
に
事
も
な
く
過
ぎ
ゆ
き
て

写
真
の
夫
に
合
わ
す
両
の
手　
　
　
　
　
　
　
　

末　

子

ま
す
ほ
の
里
ぼ
け
て
わ
か
ら
ぬ
姉
だ
け
ど

会
う
て
う
れ
し
い
別
れ
の
つ
ら
さ　
　
　
　
　
　

信　

子

梅
雨
お
わ
り
い
つ
ま
で
続
く
か
猛
暑
日

今
日
も
仲
間
と
井
戸
端
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
・
Ｄ

朝
顔
の
す
だ
れ
一
輪
咲
き
初
め
る　
　
　
　

山
守　

宏
子

蛇く
ち
な
わの
ゆ
る
り
の
び
て
る
昼
さ
が
り

追
え
ど
動
か
ず
も
の
い
か
お
ま
え
も　
　
　
　
　

み
さ
の

猛
暑
に
も
負
け
ぬ
五
輪
の
熱
さ
か
な　
　
　
　
　

浅　

子

能
登
路
や
ど
湖
国
の
友
ら
集
い
合
い

い
ろ
り
火
囲
み
懐
昔
づ
く
し　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

道
沿
い
の
む
く
げ
ひ
ま
わ
り
囲
ま
れ
つ

友
と
語
ら
う
夏
の
夕
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

夏
祭
り
遊
客
誘
う
町
お
こ
し　
　
　
　
　
　
　
　

美
智
代

吹
く
風
の
庶
民
の
願
い
見
ぬ
政
治　
　
　
　
　
　

糸　

葉

文
芸
教
室

－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

「
文
芸
教
室
」に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
と
し
て
送
付
く
だ

さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

―０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

８
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
の
両
日
、
志

賀
町
を
主
会
場
に
羽
咋
郡
市
一
円
で
、
第
64
回
石

川
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
30
競
技
７
０
０
人
余
り
の
選
手

が
参
加
し
、
男
子
総
合
13
位
、
女
子
総
合
12
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
炎
天
下
の
中
、
選
手
の
健

闘
に
よ
り
各
競
技
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

大
会
の
入
賞
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
種
目
】

○
優
勝

　

卓
球
（
一
般
女
子
）・
綱
引
（
一
般
女
子
）

○
第
２
位

　

軟
式
野
球
（
一
般
男
子
）・
卓
球
（
一
般
男
子
）

　

綱
引 （
一
般
男
子
）・
レ
ス
リ
ン
グ
（
一
般
男
子
）

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
壮
年
女
子
）

○
第
３
位

　

ゴ
ル
フ
（
一
般
男
子
）・
柔
道
（
壮
年
男
子
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
一
般
女
子
）

【
個
人
種
目
入
賞
者
（
敬
称
略
）】

○
陸
上
競
技

　

一
般
男
子
１
０
０
ｍ　
　

優
勝　

松
谷　

浩
平

　

一
般
走
り
高
跳
び　
　
　

優
勝　

社
谷
内
達
也

　

一
般
男
子
１
５
０
０
ｍ　

３
位　

大
矢　

浩
貴

　

壮
年
男
子
砲
丸
投
げ　
　

３
位　

森
田　

修
一

　

壮
年
女
子
３
０
０
０
ｍ　

３
位　

福
田
和
歌
子

○
水
泳
競
技

　

女
子
50
ｍ
自
由
形
、
背
泳
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

本
谷　

佳
美

▲選手宣誓（西村夏海さん・卓球）
▼優勝した綱引（一般女子）

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
大
会
結
果
報
告

○
レ
ス
リ
ン
グ

　

55
㎏
級
２
位　
　

長　
　

智
幸

　

66
㎏
級
２
位　
　

山
下　
　

勝

　

60
㎏
級
３
位　
　

西
村　

清
正

　

74
㎏
級
３
位　
　

宮
崎　

将
徳

○
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
公
開
競
技
）

　

74
㎏
級
２
位　
　

北　
　

芳
一

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ー
９
月
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
ー

～
す
べ
て
の
大
人
が
子
育
て
を
～

・
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

町
づ
く
り

・
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー　

笑
顔
の
町
へ
の　

第
一
歩
（
平
成
23
年
度
標
語
優
秀
作
品
か
ら
）

　

青
少
年
の
公
共
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
規
範
意
識
の
向
上
を
目
指

し
て
、
今
年
も
「
小
中
高
生
グ
ッ
ド
マ

ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

志
賀
町
で
は
、
９
月
24
日
㈪
～
28
日

㈮
の
平
日
５
日
間
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
期
間
と
し
て
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始

め
、
各
種
団
体
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
青
少
年
へ
の
声
か
け
運
動
・

交
通
マ
ナ
ー
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

秋
の
交
通
安
全
週
間
中
で
す
が
、
青

少
年
の
マ
ナ
ー
意
識
の
向
上
・
健
全
育

成
の
た
め
、交
通
安
全
指
導
に
あ
わ
せ
、

『
あ
い
さ
つ
声
か
け
』
の
運
動
に
つ
い

て
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　志賀町では、５家庭において、８月23日から26日まで、６カ国から７
人の留学生がホームステイされました。23日の対面式にはじまり、24日
の体験交流では、花のミュージアムフローリィでクラフト作りを体験しま
した。また、地元の志賀野菜をふんだんに使った日本（郷土）料理作りに挑
戦、出来上がった料理をかこみ、参加者全員で食事交流会を楽しみました。
　25日は、終日、ファミリーとの交流を深め、26日のお別れ式では、参
加者の表情から良き思い出となった事への充実感があふれていました。

　ジャパンテント　世界留学生交流・いしかわ２０１２ 今年で 25 回目 !!
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内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく
子育て相談

９月６日（木）
乳 幼 児 の 子
ど も さ ん と
お 母 さ ん ど

なたでも
（ オ ー プ ン セ

サミは保育室
あり）

15:00 ～
15:30

志
９月20日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30ゆう遊クラブ

９月11日（火）

９月25日（火）
富

モグモグ教室 ９月25日（火）

健康カレンダー　掲示板

健　康　相　談
内　容 実施日 対象者 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
どなたでも

10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 ９月21日（金） 13:00 ～ 14:00

すくすく子育て

介　護　予　防
内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

９月13日（木） 10:00 ～
11:00

やすらぎ荘
９月27日（木）

健幸教室

９月４日（火）
10:00 ～

11:30
シルバーハウス９月11日（火）

９月18日（火）

９月14日（金） 13:30 ～
15:00

志賀町デイサー
ビスセンター　９月28日（金）

男性の料理教室
９月12日（水） 10:00 ～

13:00
富来活性化センター

９月26日（水） 志賀町文化ホール

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。
※男性の料理教室に参加希望の人は事前にお申し込みください。

【対象者】65 歳以上の人

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容を連絡してく
　ださい。
※ゆう遊クラブ：11 日は「子どもの事故予防教室」、25 日は「工作」
　をします。
※モグモグ教室に参加希望の人は事前に申し込んでください。機　能　訓　練

内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室
毎週月曜日

（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00
と

毎週金曜日
（祝日は除く） 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生　　
　　　　　活がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※こころの健康相談は、１週間前までに
　予約が必要です。

【受付時間】13:15 ～ 13:45乳幼児健康診査

健康教育

内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 ９月６日（木） H24年５月生まれ
志

１歳６カ月児健診 ９月20日（木）　H23年１月～
H23年2月生まれ　

内　容 実施日 対象者 時　間 場所

医師の健康講話（糖尿病予防編）９月12日（水）どなたでも 13:30~ 志

予　防　接　種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG予防接種 ９月６日（木） 4カ月健診受診時～
生後6カ月未満 志

予防接種相談会 ９月６日（木） どなたでも

※予防接種相談会は予約が必要ですので、事前に申し込んでくだ
　さい。

【受付時間】　ＢＣＧ　13:15 ～ 13:45　　予防接種相談会　14:30 ～ 15:30

検診内容 実施日 検診項目と対象 受付時間 場所

特定健診・がん検診 ９月９日（日）

※特定健診：40 ～ 75歳未満の国保加入者、30歳代の国
　　　　　　保加入者で事前に申し込みをした人（無料）
※がん検診（胃・大腸・肺）：40歳以上の人
※肝炎検査、前立腺がん検診：節目年齢の人

8:30 ～ 10:30 富来活性化
センター

女性がん検診

９月１日（土）

※子宮頸がん検診：20歳以上の女性
※乳がん検診（視触診のみ）：30歳以上の女性
※乳がん検診（マンモグラフィ・視触診のみ）：40歳以上の女性
※骨密度検診：20 ～ 70歳までの５歳刻みの女性

8:30 ～ 10:00 志

９月３日（月）

13:00 ～ 14:00

西海高齢者活性化
センター

９月４日（火） 志

９月５日（水） 土田公民館

９月６日（木）
18:30 ～ 19:30

富来活性化
センター

９月11日（火） 志

９月13日（木）
13:00 ～ 14:00

富来活性化
センター

９月18日（火） 加茂公民館

９月20日（木） 18:30 ～ 19:30 富来活性化
センター

９月26日（水） 13:00 ～ 14:00 東増穂コミュニティ
センター

※がん集団用受診券と検診費用を持参してください。クーポン券対象の人はクーポン券も必要です。がん検診費用は、受診券を確認してくだ
　さい
※子宮がん個別検診（協力医療機関での検診）　期間：８月１日（水）～ 12月医療機関年末休み前日まで
　個別検診希望者は保健福祉センターへ申し込みをしてください。後日、受診票を送付します。

健康診査

※健康教育参加希望者は、事前に申し込みくださ
　い。参加当日に健診結果を持参してください。

※９月 21 日㈮、28 日㈮は、運動実践指導士によるヘルスアップ教室 ( 床運
動編 ) も行います。

実
施
会
場　
　

志　
：
志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

富　
：
富
来
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

と　
：
と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問志賀町保健福祉センター　☎ 32-0339

～９月は健康増進普及月間です～


